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18世紀
　産業革命
19世紀
　ベンサム　マルサス　ロバート・オーウェン　リカード　マルサス・リカード論争　チャーティ
スト　工場法　ジョン・スチュアート・ミル　ダーウィン　ディッケンズ　カール・マルクス　ハ
インドマン　オスカー・ワイルド　「ジャックと豆の木」イギリスの帝国　「フランダースの犬」
コナン・ドイル　19世紀イギリスの状況
20世紀
　ベルンシュタイン，ホブスン　バートランド・ラッセル　アイルランド問題
綿世紀
　18世紀には，アダム・スミスが『諸国民の富』で，重商主義の理論的・体系的批判を企て，ま
たアメリカ独立革命では，トーマス・ペインが『コモン・センス』（1776）で，イギリスからの独
立は正しいと主張した。
産業革命
　アダム・スミスが掴富論を出版したころから，産業革命が始まった。彼の知人のワットが，
蒸気機関（篇動力機である）を造ることになる。
　イギリス工業の中心は，毛織物から綿織物へ移った。綿がアメリカから奴隷労働によって入手
された。産業革命によって，労働者がマニュファクチャー職人に置き変わった。マイスターやギ
ルド（Guild＝Zunft）の位置が変化した。作業機が登場し，単純労働者，そして女性・児童も，
工業に引き入れられた。そこで工場法が考えられた。ドイツ語でいう社会政策である。産業革命
の時期は，Rostowによる離陸（Take　off）である。また産業革命という語は，エンゲルスが初
めてつけた。これは，マルクス『資本論』第1巻で深く研究されており，アシュトン，トインビー，
マントゥーの研究がある。産業革命の意義は，機械工場が経済の中心になったこと，持続的成長
が始まったこと，近代労働者階級が形成されたことにある。イギリスの産業革命は，立憲国王議
会主義の中で，またアメリカを失っている中で行なわれた。そして，イギリスが世界の工場にな
る。
　産業革命の簡単な年表は，こうである。
1733　ジョン・ケイ，飛びひを発明。
1767ハーグリーブス，沢山の紡錘があるジェニー紡績機を発明。
1769アークライト，水力紡績機の特許をとる。
1779　ラッド少年，靴下製造機がランカシャーにはいってきた時，打ち壊した。
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1781　ワット，蒸気機関を改良し，特許を取る。
1793　アメリカのホイットニー，綿繰機を発明。
19世紀
　19世紀の産業革命に係わる簡単な歴史は，こうである。
1807　フルトン，ワットの蒸気機関を船につけて，アメリカで運転する。
18ユ1　ラッダイト運動始まる。
1814蒸気機関車をスティーブンスンが発明する。
1815穀物条例が作られた。
1825スティーヴンスン，馬力と蒸気機関を鉄道に併用した。
！838Anti　Corn　Law　League成立。コブデンが活躍する。
1846から　イギリスは自由貿易政策にとりかかる。穀物条例廃止。
1847工場法で三〇時間労働が規定された。
185！　ロンドン万博が，史上初，行われた。
ベンサム
　ジェームズ・ミルがベンサム（Jeremy　Be厩ham，1748－1832．）の協力者になってから，ベンタ
ミズムが学派にまで発展した。これは，功利主義，あるいは哲学的急進主義者と言われる。そし
てJ．S．ミルの経済学に影響する。
　ベンサムの思想はこうである。人間の行動はすべて利己心の発動であり，快楽を求め苦痛を避
けようとするのが，人間の行為の動機である。しかし全ての人間が利己心で動くならば，各人の
利己心が衝突して，社会の成立を妨げる。ベンサムはそこで，互いに衝突するような利己心は真
の利己心とは考えない。それはすべての人の調和を求めるような利己心である，と。人閥はしか
し真の利巴心にもとづいて行動するとは限らない。その際，利己心の衝突を防ぐには，国家や法
律が必要だ。それは悪であるが，やむをえない。それがあることによって，最大多数の最大幸福
が達成される。
　ベンサムは，監獄改良に熱中した。ジョン・ハワードの影響でもあった。ベンサムは理想の監
獄・パノプティコンを設計し，その実現を望んだが，できなかった。（D
マルサス
　マルサス（Malthus，　T．　R．，1766－1834）は，初版解人口の原理』を出した。『人口論は6版ま
で出た。彼は各国の人口論を勉強した。機械の採用で，人口の問題と失業の閥題が出てきたのだっ
た。
　彼の結論は，こうだった。人口の増加力は，人類のために生活資料を生産すべき土地の力より
も不定に大きい。（2）人口は制限されなけれぼ，幾何級数的に増加する，生活資料は算術級数的に
しか増加しない。
　そして3つの命題を出す。
　1，いかなる社会でも……貧乏という不断の作用がもつ影響力をふせぐことはできない。2，
人口は生産の資料なくては増加しえない。3，人口増加という優勢な力を制限すれば，そこには
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必ず，窮乏と悪徳とが生まれる。
　マルサス人口論への批判として，これらがあげられる。彼の根拠である人口の倍増率は，当時
のアメリカを典型としており，特殊すぎる。人口増加率を，世代で2倍とする不備がある。生産
力の発展が機械の時代以前だ。特殊歴史社会構成体の独白の賃金法則を見ない。産児制限以前の
説である，などである。
自バート。オーウェン
　オーウェン（Owen，　Robert，177H858）（3）は，宗教を否定した。「私は私自身の性質の1つを
も，自ら造ることはできぬ。、それらは自然によって，私に強制されたものだ。私の言語・宗教・
習慣は，社会によって私に強制されたものだ。かくて私は全く自然および社会の子である。自然
は諸性質を与え，社会はそれらを導く」。
　彼は，世界最初の細糸紡績業者となった。その後，グラスゴーを訪問し，ニュー・ラナークの
工場を買った。そして，人々をかこむ悪い状態を，良い状態に置き換える施設をする。悪習，悪
行，飲んだくれ，不道徳，盗み，無知，迷信，長い労働時間，生活品の粗悪，高価，室内設備の
悪さをなおす。工場内に立派な店をおき，すべての物品を第1級市場で買い，原価で供給し，薪
炭・牛乳などを大量契約し，労働者は最良質の品をえ，25％の経費節約となった。こうして健康
改良，衣・家が改善された。英米の外交上の不和が起きて，米は綿花輸出を禁止したが，オーエ
ンは職工を解雇せず，解雇は正義にもとるといって，休業中4カ月，賃金をビタ1文差し引かず，
俸給を支払った。彼は評判をかちえた。
　彼はその後，アメリカへ渡り，理想的工場を実験しようとした。だが失敗した。
　「社会にかんする新見解」（1812年）が彼の代表作であり，「環境が人馬を作る。」という考えだっ
た。オーウェンは労働運動に影響を与えた。彼は啓蒙的資本家であった。「イングランドにおいて
労働者の利益のために行なわれた，すべての社会運動とすべての現実的な進歩は，オーエンの名
にむすびついている。」（エンゲルス奮空想から科学への社会主義の発展』）
リカード
　リカード（David　Ricardo，1772－1823）は，「政治経済学の原理と課税」を，！817年に出版した。
これは，彼の仲間に知らせるための書だった。James　Mlllにすすめられてこれを出版した。この
書でアダム・スミス以来の労働価値説を発展させた。
工場法
　「諸国民の富」になかったような労働者の要求が歴史の舞台に出る。
　工場法問題が発生した。はじめ1802年法ができた。推進者は，ロバート・ピール，オーエン，
サドラー，シャフツベリらで，多くが，地主層に属し，慈恵心からであった。1833年法で改正さ
れ，1847年法（10時間法）ができる。主に，婦人・児童の労働者保護を課題とする19世紀後半
以降の工場法は，労働組合運動に負うものであった。
マルサス・リカード論争
穀物関税をめぐって，マルサスとリカードの問に論争が起きた。マルサスは穀物関税をかけて
おくべきだとし，リカードはその撤廃を主張した。穀物関税をしいておけば，穀物価格は高いま
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まで，地代は下がらない，そこで地主は有利である。穀物関税を撤廃すれぼ，穀物価格はイギリ
スで安くなる，そして食糧＝パンも安くなる，だから賃金も下げられる。賃金と利潤は対抗関係
にあるから，利潤が増大する，そうすれば，資本主義が発展する，というものである。穀物関税
は18高年に撤廃された。これはリカードだけでなく，アダム・スミスの勝利でもある。ただし関
税が撤廃されても，イギリスは帝国主義政策を実行していた。19世紀には，スミス的自由貿易政
策とリスト的保護主義が論争しあい，対抗しあった。およそ先進産業国は自由貿易を唱え，後進
産業国は保護貿易で守るものである（4）。イギリスではアダム・スミスの自由貿易論を継承して，
コブデンやブライトが登場した。
　1825年ごろ，スミス・リカード経済学と労働組合とを認めるか認めないかで対立が起きた。リ
カード派社会主義者たちの登場である。擁護する側がいわゆるリカード派社会主義である。例え
ば，Hodg圭skin，　Th．（1787－1869）らである。
　イギリスに対してフランスの経済学は，農民的で，ロマンティークであった。シスモンディ経
済学がそれである。スミス，リカード，マルサスは，レッセ・フェール，レッセ・パセという言
葉を使っていない。エピゴーネンなどが使い始める。シーニョア（Senior，　W．　N．，1790－1864．大
学教授）は，政策を排除して経済学を造った。ケアンズは，経済学を自然科学的にしょうとした。
マカロックは，リカード経済学の通俗化をした。
チャーティスト
　1833年に植民地の奴隷制が廃止された。産業革命が完了し，イギリスは1848年前後に世界の工
場となった。イギリス人口の1／3が都市に集中した。フランスでは10％，ドイツでは5％であっ
た。
　1832年の議会改革は，こうだった。農村人口が減少したのに，選挙制度が地主に有利に，ブル
ジョアジーに不利に変わった。選挙権は高額納税者のみだった。ここで，チャーティスト運動が，
1836年から起き，1837年に高揚した。普選が労働者の運動となった。選挙法改革運動つまりチャー
チスト運動は，世界最初の労働運動であった。1847年恐慌が起き，1848年の景気回復と48年の
ヨーロッパ革命の失敗で，チャーチズムは衰退した。しかし50年代のイギリスでの改革は，チャー
チズム再発のおそれからなされた。
ジョン・スチュアート・ミル
　ジョン・スチュアート・ミル（John　Stua魏Mili，1806－76）は，一九世紀のイギリスで最も有
名な大思想家である。（5）
ダーウィン
　チャールズ・ダーウィン（Charles　Darwin，1809．2．12－1882．4．19．）は，1809年2月！2日，
中部England北西部シュルースベリShrewsburyに生まれた。父は，医師であった。裕福だった。
祖父にErasmus　Darwinがおり，『ズーノミア』の著者で，進化論の先駆者であった。
　ダーウィンは，！6才でエジンバラ大学の医学部へ入学した。だが，手術で患者の苦痛をみるの
が嫌で，大学ではあまり勉強しなかった。海産動物・地質学に興味を持ち，博物学へ向かった。
父は，あきらめ，ダーウィンは医師になる志望をやめて退学した。牧師になろうとした。安定し
た職だったからだ。こうしてケンブリッジ大学の，神学部へ入った。だが博物学と昆虫採集に五
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中した。自伝では，学校の勉強が余り熱心でなかったと。A・フンボルト「南アメリカ旅行記」
などの影響を受けた。！831年に，BAをとった。卒業後，地質学の研究をしていた。そこへ，1831
年，ビーグル号への誘いが来た。イギリス海軍の測量船Beagle号が植物学者を探していたので，
これに乗船した。1836年10月まで約5年間，南アメリカ大陸の沿岸・奥地，南太平洋の諸島など
の地質や動植物の調査・研究をした。例えば，ガラパゴス島が有名である。ビーグル号航海中の
博物学的研究で生物の進化について確信をもった。これは解ビーグル号航海記』（1860）として出
版された。航海後，動物，植物，地質等の研究をした。ダウン（Down）に住み，進化の問題の研
究を始めた。
　そこへWallaceからの手紙と論文が来た。ダーウィンと同じ内容だった。自然選択説を述べて
いた。リンネ学会は，ウォーレス論文とダーウィンの論文を共同論文として印刷した。ウォーレ
スも進化論発見の栄誉をダーウィンに譲ったのである。ダーウィンは，書きかけの大きな書物を
中止し，！859年に『種の起源』を出版した。これは，自然選択説を述べた。ダーウィンの登場に
よって，生物学が神から解放され，思考上の革命が訪れた。キリスト教会はこれを禁書目録に入
れた。『人間の由来』では，ダーウィンは，人類の祖先が類人猿であることを論証した。そして性
選択によって，人類は発展した，と。
デイツケンズ
　チャールズ・ディッケンズ（Charles　DickeRs，1812－70）は，イギリス自由主義の全盛期に活躍
し，民衆に非常に受け入れられた。庶民階級の生活に現れた悲惨な実相を描いて，小説にした。
「サイラス・マーナー」，「クリスマス・キャロル」，「オリヴァー・ツイスト」。一方，ローマンティッ
クな長編ピニ都物語』で，純愛を物語った。こ都とはロンドンとパリであり，同時にフランス革
命を描いた。彼は大変上手なストーリー・テラーであった。
カール・マルクス
　！9世紀後半，カール・マルクス（1818－1883）はロンドンで生活した。ロンドンは亡命者の宿だっ
た。その点で，イギリスは懐が深かった。マルクスはロンドンで貧困生活をする。そしてエンゲ
ルスは，商売へ戻った。マルクスは，BMへ行き勉強し，ヨーロッパ政治の研究をする。1857年
恐慌で，彼は経済学研究を深めた。1864年9月28日に第1インターナショナル創立会議があっ
た。参加国は，英，仏，伊，独，ポーランド，オーストリアなどであった。ここには，マチー二
共和主義者，ブランキ主義者，ブルードン主義者が加わった。マルクスは，宣言と規約を書き，
ドイツ担当通信書記となり，表にでず，陰で活躍する。
　イギリス政府は，南北戦争に干渉しようとする。マルクスは，リンカーンに挨拶をおくり，リ
ンカーンも返事をする。
　『資本論』第1巻が1865年末にまず完成する。
　！869年にドイツ社会民主労働党が成立した。エンゲルスは，商売をやめた。！870年に，普仏戦
争が起き，ボナパルトが負けた。パリで国防政府共和制宣言が9月4日になされた。ドイツでこ
の戦争予算に，べ一ベルとリープクネヒトは，棄権する。187！年3月18日にパリ・コミューンが
起きた。ドイツ帝国はウィルヘルム！世による第2帝制を作った。ヴェルサイユで彼の載冠式が
行なわれた。ドイツ憲法が，北ドイツ憲法の一部修正により作られた。
　1872年，ハーグ大会で，第1インターは，マルクス派とバクーニン派の対立により分裂し，そ
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の後ニューヨークに移り，消滅した。
　1881年にマルクス夫人が亡くなり。1883年にマルクスは後を追うように亡くなった。1884年
に，エンゲルスは主著『家族・私有財産・国家の起漏を出す。
ハインドマン
　イギリスではマルクス主義はなかなか浸透しなかった。ハインドマン（Henry　Mayers
Hyndman，1842－1921）が1881年，マルクス主義党を組織し，1884名を社会民主主義連合Social
Democratic　Federatlonとした。（6）
オスカー・ワイルド
　ワイルド（Oscar　Wilde，1856－1900）は，小説家，劇作家，詩人である。ダブリンのトリニティ・
カレッジをへて，：オクスフォード大へ入学する。ラスキン，ベーターに師事した。詩才を発揮し，
耽美主義運動を起こした。結婚して，2児をえる。だが複数の人と男色に走った。1891年「ドリ
アン・グレイの肖像」，1892年「サロメ」（フランス語），1892年，劇「ヴィンダミア夫人の扇」
が，ヒットする。「サロメ」にはサラ・ベルナールが出演した。当時，聖書の人物を芝居にするの
は御法度だった。1894年，詩集「スフィンクス」をだす。彼は，貴族の息子ポージーを恋人にし
た。そして，英国の悪である偽善と戦ってきた，とワイルドは語る。その貴族の父が男色でワイ
ルドを攻撃し，裁判をする。彼は逮捕され，！895年，わいせつ罪で，2年間の重労働につく。彼
は出所してフランスへ行く。そこでポージーに会う。彼は牢獄で健康を害したので，パリの安宿
で死んだ。男色がわいせつとされた時代の不運児だった。（7）
「ジャックと豆の木」
　ヨーロッパにも日本の「桃太郎」と同じ童話・民話がある。イングランドの「ジャックと豆の
木」である。話の筋と思想は，「桃太郎」とほぼ同じである。ジャックが雲の上の鬼から宝を奪っ
て来る。この鬼は勝手に鬼だと規定されている。ジャックは勝手に鬼の財宝を盗んでくるのであ
る。
　イギリスの民話研究者，シドニー生まれのユダヤ人，J・ジェイコブス（1854－1916）は，『イ
ングランド民話集』を1890年に出版した。43の昔話を集めた。ここに「ジャックと豆の木」が入っ
ている。この帝国主義的植民地主義時代に出たこの話では，ジャックはイギリスの少年である。
　そして長島伸一は，解釈する。「雲の上」は植民地，「人喰い鬼」は異教徒にして異民族の植民
地住民であろう，と。ジャックの行為があたかも正当防衛であるかのように，話が出来ている。
この物語の構造は，……ヴィクトリア朝期の植民地支配と人種観を正当化する論理構造に，似て
いる。（8）
　2つの物語は，相手をア・プリオリに（はじめから）鬼とし，つまり根拠もないのに悪者とし
ておいて，それを攻撃・征服，あるいは盗み・収奪を正当化している。この考えが，日本でもイ
ギリスでも，帝国主義戦争の正当化に役立った。
イギリスの帝国
　19世紀の終わりの4分の1からイギリスが獲得した領土は，次のように広大である。
　ヨーロッパではサイプラス，アフリカではザンジバル，ペンパ，東アフリカ保護領，ウガンダ
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保護領，ソマリア・コースト保護領，英領中央アフリカ保護領，ラゴス，ガンビア，アシャンティ，
ナイジェリア・コースト保護領，エジプト，エジプト領スーダン，グリクア西部，同東部，ズー
ルー，英領ベチュアナ，ベチュアナ保護領，トランスカイ，チンプー，ポンドー，英領南アフリ
カ特許会社領，トランスヴァール，オレンジ・リヴァー・コロニー，アジアでは香港，威海衛，
ソコトラ，上部ビルマ，ビルマ諸富，ベルチスタン，シッキム，ラジブタナ，ジアム，カシミー
ル，マレー保護領，北ボルネオ保護領，北ボルネオ会社，テラワク，英領ニューギニア，フィジー
諸島，などである。
　なお従来の植民地・従属国として，インド，カナダ，オーストラリア，ニュージーランド，ザ
ンジバル保護領，ソロモン諸島，ギルバートおよびエリス諸島保護領，英領ニューギニア，リー
ワード諸島，ウインドワード諸島，ローデシア，シエラレオネ，ケイプ・コロニー，などを持つ。
　イギリスでは，セシル・ローズ（1853－1902）やジョセブ・チェンバレン（1836級914）のよう
な帝国主義者が出た。ローズは南アフリカに移住し，ロスチャイルドと結んで，ダイヤモンドや
金を独占した。！890年にケープ植民地首相になり，中央アフリカを征服し，自分の名をとってロー
デシアとし，1895－96年にはトランスヴァールを侵略した。南ア戦争で没した。J．チェンバレンは
自由党政治家で，1895－1905年に植民相となる。南アフリカで戦争をしてブーア人のオレンジ自由
国とトランスヴァール共和国をイギリス植民地にした。1903－06年に帝国保護関税を主張して運
動をした。
「フランダースの犬」
　アントワープは，フランダース地方にある。フランダースは，フランス語的にはフランドルと
いう。さてこのアントワープに，ベルギー最大のゴシック様式のノートルダム大聖堂があり，そ
れは1552年に完成した。ただし造るのに200年かかった。高さ！23mの塔がある。豪盛な教会で
ある。これ自体が有名である。それに加えて，小説『フランダースの犬』（A　Dog　of　Flanders）
とかかわりがある。
　奮フランダースの犬』は，ヴィーダ女史によって書かれた。かの女，ヴィーダはペン・ネームで
ある。本名は，ルイズ・ド・ラ・ラメーという。1839年1月1日にイギリスに生まれた。父はフ
ランス人である。かの女は，20才ころから文学活動を始め，「2つの旗の下に」（1867年），「銀色
のキリス』（189！年）など，40ほどの小説，その他に短い物語，エッセイを書いた。イギリス
を去って，フィレンツェへゆき，そこで永住し，1908年1月25日に亡くなった。日本では，「フ
ランダースの犬」は，「ニュルンベルグのストーブ」と共に，村岡花子訳窪フランダースの犬』（新
潮文庫）にある。少年少女向きの本も沢山あるだろう。我々の時代には童話として読んだもので
ある。昔は日本でよく読まれた。テレビ・アニメも日本で作られた。ハリウッド映画「フランダー
スの犬」（1999年）もあり，ビデオになった。
　『フランダースの犬』は，英国の小説であり，そのオランダ語版はなかった。これが，大正期に
日本に入って大ヒットした。ベルギーでは知られなかったが，戦後，日本人観光客がこれについ
ていつも質問するので，アントワープ観光局が気が付いた。そしてこの話を調査し，またオラン
ダ語の訳本を出した。しかし訳本が出ても，この話はベルギーではヒットしなかった。お涙頂戴
もので，不成功物語だったからである。
　この話のあらすじは，こうである。
　アントワープの郊外ホボーケン町に住む少年ネロは，毎日，愛犬パトラッシュに犬ぞりを引か
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せて，町までミルクを売りに行っていた。その稼いだわずかの金で，病身のジェハンじいさんを
養っていた。ネロは，いっかは好きな絵でルーペンスのようになりたいと希んでいた。ぜひ一度
見たい，ノートルダム大聖堂の至宝，ルーペンスの「キリストのはりつけ刑」「キリストの野曝」
には，黒いカーテンがかけられ，少年は鑑賞費用の銀貨1枚が払えなかった。同じく大聖堂の，
カーテンの掛けられていない「聖母昇天」だけを見て，彼は亡き母の面影をしのんでいた。ネロ
少年の応募した苦心作・絵は，アントワープの絵画コンテストで落選した。ついで，おじいさん
は死ぬ。それで家主はネロを家から追い出した。ネロと犬は大聖堂にたどりついた。嵐がきて，
その中に入った。この夜だけ，あこがれの絵のカーテンがかけられていないで，稲i妻がその絵を
照らした。ネロ少年はそれを見みることができた。しかし少年と犬は寒さでこごえ死んだ。
　主人公ネロ少年の見たかった絵は，このアントワープのノートルダム大聖堂の正面の3枚の絵
の1つで，正面は「マリア昇天」，右は「イエス昇架」，左が「イエス添架」であり，その2つの
絵だった。これ以外にも「キリストの復活」がある。これらは，ルーペンスの傑作である。なお
観光局は，ネロ少年と犬の像を，この教会から5キロ離れたホボーケン地区に作った。だからお
参りするのは日本人だけである。どんな文学も国民と国民性の違いによって，評判になったり，
無視されたりする。国民性の違によって文学の好悪が違うのである。⑨
コナン・ドイル
　ドイル（A．Co簸an　Doyle，1859－1930）は，エディンバラで生まれ，医者になった。そして小説
をかき，歴史小説に向かった。ホームズものを書いてヒットした。本人は本当は本格的小説を書
きたかった。しかしそちらの方は売れなかった。
　1887年に「緋色の研究」，1891年に「ホームズ短編集」，を出し，1893年の「最後の事件」で，
ホームズを死なせることになった。ドイルはボーア戦争に加わった。そして，ホームズの評判の
ために，1902年「バスカヴィル家の犬」でホームズ物を再開した。1914年にドイルは第1次大戦
に参加した。1915年掛「恐怖の谷」を出し，心霊主義になった。！9！7年に「最後の挨拶」，1927
年に「事件簿」，1929年に「まだらの紐」を出す。こうして彼は探偵小説の古典を作った。ドイル
は，シャーロック・ホームズで有名になった。彼は，アメリカのエドガー・アラン・ボーの影響
を受けた。ドイルのホームズものは，フランスのモーリス・ルブランのアルセーヌ・ルパンの小
説と比べると，違いがある。ホームズはいかにもイギリス的な理知，ルパンはいかにもフランス
的な豊かな感覚と情熱を持っている。⑯
　彼の1912年の「失われた世界」，1929年の「マラコット深海」は，空想科学小説であり，特別
の魅力がある。
杷世紀イギリスの状況
　19世紀のイギリスの状況は，こうだった。上流の人々は，貴族であり，つまり爵位を持ち，大
地主である。その次にジェントリ謙地主がいる。工場法が作られ，鉄道の時代，蒸気船の時代と
なった。旅行ができるようになった。ミシンとタイプライターができた。女性が事務職や，看護
婦に進出した。街ではランプがガス灯になった。食事が豊かになった。郵便制度が発達した。海
水浴場でき，スポーツが盛んになり，パブとミュージック・ホールができた。また人々は処刑見
物に行った。
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20世紀
ベルンシュタインとボブスン
　フェビアン協会⑳に属していたドイツ社会民主党員のベルンシュタイン⑫が，ドイツに帰国し
てから，1898年に有名な修正主義の書を出し，そのうちの1つの論点が，植民地主義には文明化
作用があるというものであった。しかしホブソンは，逆に，名著『帝国主義論』（！902年）（13）で，
イギリスの植民地主義がアジアの文化をことごとく壊滅させる姿を描いた。
バートランド・ラッセル
　ラッセル（Bertrand　Russel，18710r　2　P－1970）は，本来は哲学者，数学家，論理学者，哲学
史家であるが，それだけではない。文明批評家，社会改革者なのであり，彼は社会科学にも専門
的能力を持った。中国の文化が，ヨーロッパ，アメリアより進んでいると見た。第1次大戦では
反戦を唱え，ケンブリッジ大学を辞めさせられた。
アイルランド問題
　アイルランド問題は，イギリスの非常に大きな問題であった。
　1801年に，アイルランドが併合された。1848年半，蜂起が失敗し，イギリスに弾圧された。1916
年には，イースター蜂起があり，ジェームズ・コノリーが指導した。19！9－2！年には，独立戦争が
戦われ，1921年に自治を得た。1922年，アイルランド分割がされ，1949年にアイルランド共和国
が英連邦から離脱した。長い闘争の歴史であった。
（1）『小樽商科大学附属図書館貴重書解論を参照。同図書館に，その際のベンサムの手紙の1つがある。
（2＞『人口論岩波文庫，30ページ。
（3）著作：「社会にかんする新見解」「現下窮乏原囲の一解明」「社会二度論」「結婚・宗教・私有財産」の4作品
　が，雷世界の名著謁42，「オウエン　サン・シモン　フーリエ」（中央公論）に収録。『オウエン自叙伝』岩波文
　庫。
（4）ガグローバル資本主義の物語譲NHKブックス，を見よ。
⑤　窪社会思想史ノート　続調丘書房，をみよ。
（6）作］Historical　Basis　of　Socialism　in　England，！883。；The£conomics　of　Socialism，！896．
　H．M．　Hyndman　and　the　british　socialism，1961
（7）その他，ヂ童話集」，ヂ幸福の王子」，評論「社会主義下における人問の精神」。
（8）長島伸～『大英帝国』講談社現代新書！989年。
（9＞この問題は，夏震漱石横文学形式論でも扱われている。『現代世界思想史序説
　と略す）36ページ。
㈹　シモンズ『コナン・ドイル諜東京創元社。
（ID　フェビアン協会，酢序説　上遇10－11ページ，を見よ。
（12）ベルンシュタイン，窪序説　上』9－10ページ，を見よ。
⑬　『序説　上滋12－14ページ。
研］都築忠七，
上』（以下，群序説　上』
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